
西日本ジェイアールバス園福線の存続に係る要望書 

 

 当該路線は、国鉄バス路線として全線が開通して以降、昭和６３年には、  

西日本ジェイアールバス株式会社にその運行が引き継がれ、今日まで永きにわ

たり、地域住民等の生活に欠かすことのできない大切な移動手段として利用さ

れており、他に公共的な基幹としての交通手段を持たない沿線地域にとって、

まさに当該路線は、重要な役割を持つ基幹交通であります。 

そのような状況にあって、西日本ジェイアールバス株式会社は、厳しい経営

状況等の理由から運行本数を減便し、さらには、園福線の運行撤退をこの度表

明しました。このことは、これまで通勤、通学などの交通手段として利用され

てきた地域住民の方々に対し、この上ない困惑と不安を与えるものであります。 

また、本町には、唯一の高校である京都府立須知高等学校があり、町内はも

とより、町外から通学、通勤されている生徒や教員にとっても大変不便な状況

になることは必至であるとともに、今後当該路線が廃線されることになれば、

学校自体の存続にかかわる危機的な状況をも招きかねません。 

つきましては、現状を維持することで、これまでどおり利用者の皆様の利便

性や安全性を確保するため、下記の事項について強く要望します。 

 

記 

 

 １ 園福線の運行継続について、西日本ジェイアールバス株式会社に交渉し

地域住民等に影響を与えないよう、対策を早急に講じること 

 １ 運行継続が困難な場合は、本町及び関係市、また京都府と連携し代替と

なる交通手段を講じることで、これまでと同様に地域住民等の利便性を

確実に確保すること 
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